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研究対象地域の社会経済および環境の現状について分析し、化学的酸素要求量 (COD)、全窒素 (T-N) およ




















必要で、その投資費用は約 10億元(約 140億円)であるが、その社会的便益は 450億元であり、対費用効
果の大きなプラントになることを明らかにした。各フfラントの私的収支の分析では、新エネルギープラント
については、各養豚業は電力売上等でその費用を賄うことが出来るが、他方、バイオマス・リサイクルプラ
ントについては、その費用を収入で賄うことはできないことが明らかとなった。また、その場合でも、プラ
ント設霊費用補助金率を 30%から 47%に引き上げると、私的収支がプラスに改善することを明らかにした。
また、二つの水系の各行政単位ごとにシミュレーション結果を分析した結果、財政規模の小さな行政単位で
は、中央政府カミら多額の補助金を投入して新エネルギープラント設置を促し、下水道整備が経済発展に追い
付かない財政事情の問題を解決すべきであること等を明らかにした。第7章は、本論文の結論をまとめ、総
合的流域管理政策について提言を行っている D
審査の結果の要旨
本論文は、中国における大都市周辺の農村地域における環境汚染とバイオマスの利活用に関連する諸問題
を、数量的、科学的、整合的に分析した初めての試みであり、大変高く評価できるむ新しく構築されたシミュ
レーションモデルの汎用性は高く、モデルの詳細な数学的定式化とその背景にある仮定や考え方、またパラ
メータや基礎統計量の集計の仕方も詳細に述べられている。これは、環境問題とその解決のための環境政策
の統一的、整合的な分析を可能にするものであり、今後の環境修復技術の評価や政策分析を行う場合のベン
チマークともいえるものである。シミュレーション分析は、流域レベルのマクロ数値から、各水系の行政担
あるいは企業レベルのミクロレベルのそれに基づく詳細な分析が可能である。また、総合的な社会的使益費
用分析が可能であり、特に環境と経済の簡の必然的なトレードオフの同定し、その改善について、財政的な
効率性に言及しながら、環境修復技術選択の問題を含む、様々な環境政策の効果、優位性明らかにした点は、
今後の中国の都市部周辺における環境改善と経済発展のための環境政策を立案するうえで有益な結果を得て
いる。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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